
瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会 
広域地方計画に対する要望活動報告 

 
 
当協議会では、会員市町村が連携しながら、瀬戸内海の発展のために活動を継続して

きたところです。折しも当協議会の設立趣旨と目的を同じくする国土形成計画について、

全国計画並びに広域地方計画の策定作業が進められていることを踏まえ、平成 19 年度

総会において、「瀬戸内海首長サミット」を開催し、「国土形成計画における瀬戸内の位

置付けに関する提言」を決議しました。これを受けて、協議会では、瀬戸内海を囲む近

畿、中国、四国及び九州の４ブロックの広域地方計画に本提言を反映させるべく、平成

20 年 1 月 23 日(水)に国土交通省 須野原豊港湾局長並びに辻原俊博国土計画局長に要

望活動を行いました。 
要望活動は、会長の江島潔下関市長をはじめ、高木直矢笠岡市長（副会長）、入山欣

郎大竹市長(副会長)、中村佑伊予市長(監査役)、松浦稔明坂出市長(顧問)、島津幸男周南

市長、高橋英吾八幡浜市長の7市長の参加のもと、港湾局長、国土計画局長の順に行い

ました。両局長へは、まず、会長より以下の要望書を直接お渡しし、趣旨説明行った後、

参加の各市長より一言ずつ、瀬戸内海を基軸とした4ブロックの連携の必要性について

発言しました。辻原国土計画局長からは、「我々としても瀬戸内海を基軸とした広域的

な必要性は十分認識しており、今後、広域地方計画の策定作業に活かすよう各ブロック

に伝えていきたい」との発言をいただきました。また、辻原局長には、冬柴鐵三国土交

通大臣宛の要望書をお渡ししました。 
今後、協議会では広域地方計画推進室が設置されている 4 ブロックの地方整備局長等 

に要望活動を実施していくこととしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

須野原 豊 港湾局長要望

（江島下関市長より須野原港湾局長へ要望書の提出） (左から須野原港湾局長、入山大竹市長、高木笠岡市長、

高橋八幡浜市長、江島下関市長） 

（左から高橋八幡浜市長、江島下関市長、松浦坂出市長、

中村伊予市長） 

(奥側左から須野原港湾局長、島津周南市長、入山大竹

市長） 



 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

辻原 俊博 国土計画局長要望

（江島下関市長より辻原国土計画局長へ要望書の提出） (左から辻原国土計画局長、島津周南市長、高木笠岡市

長、中村伊予市長、江島下関市長） 

(左から島津周南市長、高木笠岡市長、中村伊予市長、

江島下関市長） 

(左から江島下関市長、松浦坂出市長、高橋八幡浜市長）


